
　第２次県立特別支援学校整備計画における対応予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設整備による対応
障
害
種
別

地域 設置形態 設置学部 対象校

学区内の小・中学校等の使用
しなくなる校舎等 130

○新設校等

小・中・高

八千代
千葉

市川特別支援学校

30

□増築

小・中・高

市川

学区内の小・中学校等の使用
しなくなる校舎等 100

○新設校等

小・中・高

市川

東
葛
飾

特別支援学校流山高等学園
第２キャンパス運動場 120

○新設校等

（学部の分離）
高

柏

君津特別支援学校

20

□増築

小・中・高

君津

南
房
総

学区内の小・中学校等の使用
しなくなる校舎等 100

○新設校等

（学部の分離）
小

君津

市原特別支援学校

56

□増築

小・中・高

市原

肢
体
不
自
由

57

□増築

小・中・高

桜が丘

小計 613

②通学区域の調整による対応

150 小・中・高

市川
市原
松戸

合計（①＋②） 763

桜が丘特別支援学校

これまで整備してきた新設校等の
活用を中心に通学区域を調整

（○：新設校等、□：増築）

活用する予定施設等と設置する規模（人）

千
葉
・
葛
南

知
的
障
害




